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【開催日】 令和３年３月５日 
 

【開催場所】 第１委員会室 

【開会・散会時間】 午後１時３０分～午後２時５５分 

【出席委員】 
 

委 員 長 中 村 博 行 副委員長 藤 岡 修 美 

委 員 岡 山  明   委 員 髙 松 秀 樹  

委 員 恒 松 恵 子 委 員 森 山 喜 久 

委 員 宮 本 政 志   
 

【欠席委員】 

なし 
 

【委員外出席議員等】 

議  長 小 野  泰 副 議 長 矢 田 松 夫 

【執行部出席者】 

経済部長 河 口 修 司 
経済部次長兼農

林水産課長 
川 﨑 信 宏 

農林水産課農林

係長 
平 健太郎 

農林水産課農林

係主任主事 
稲 葉  徹 

農林水産課参与 多 田 敏 明   

【事務局出席者】 
 

局  長 尾 山 邦 彦 書  記 光 永 直 樹 

 

 

１ 附属営業施設契約更新についての陳情書について 

２ 山陽小野田市地方卸売市場民間運営計画の見直しを求める陳情書について 

３ 議案第３０号 山陽小野田市地方卸売市場条例を廃止する条例の制定に 

ついて 

４ 議案第３１号 山陽小野田市地方卸売市場事業特別会計条例を廃止する条 

例の制定について 
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午後１時３０分 開会 

 

中村博行委員長 それでは皆様、一般質問があったということで、大変お疲れ

とは思いますが、産業建設常任委員会をただいまより開催いたします。

本日の審査内容ですが、まず、審査番号１番２番、この陳情書について

は先日の委員会でいろいろ審査した中で、それをまとめたものとして私

のほうで１枚ものと裏が少しありますけども、これに沿って審査をして

いこうと考えておりますので、よろしくお願いします。それでまだ不足

な部分がありましたら、皆様の御質疑を受けて市で質疑をしていただこ

うと思っております。それでは早速審査に入ってまいります。まず１点

目の附属営業施設契約更新についての陳情から入ります。これで先日の

委員会で参考人から指摘された部分について、執行部の答弁を求めてい

きたいと思っております。最初に１点目、川﨑次長の発言で行政財産で

あろうが普通財産であろうが、全部貸すか、一部貸すかということにつ

いては、可能であるという発言があったということです。ということは

令和３年度以降も可能かという、この点について答弁ください。 

 

川﨑経済部次長兼農林水産課長 それでは私が１月２２日に委員会で発言した

ことについて御回答いたします。まず委員会のときに、全部、開設者に

貸さないといけないのかという根拠があるかという御質問でございまし

た。これに対して、一般的に市場として、別に用途が分かれておるわけ

でもなく、一つの市場としての用途なので、それを全部貸すのが一般的

な普通財産の貸付けですということでお答えをしております。それから

普通財産だから全部まとめてではないと貸せないのかという質問に対し

まして、全部貸すか一部貸すかについては、一部貸付けは可能ですが、

先ほど申しましたように市場の運営を民間にお任せすることからして、

駐車場その他土地建物を全てお貸しし、開設者の裁量によってその市場

を運営することから全部お貸ししますということで回答しております。

それから、令和３年度以降は可能かということでございますが、これに

つきましては、令和３年度からは、先ほども説明した理由によりまして、
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開設予定者に土地と建物全てを貸すことといたしております。 

 

中村博行委員長 山陽小野田市との現契約では問題がない限り、強制撤去又は

契約破棄はないということになっているということから、令和３年３月

３１日までは市の責任と思うが、民と民とを理由に全て却下されたこの

辺の理由についてはどうであるかということです。 

 

川﨑経済部次長兼農林水産課長 附属営業施設の使用が３月３１日までなんで

すが、それまでは使用できます。４月１日からは新たな開設者の権限に

より施設の使用を認めるため、４月以降使用をしない場合は３月末まで

の使用となります。 

 

中村博行委員長 開設予定者提示文書の中で、全ての土地施設をお貸しするこ

とはできません。また令和３年３月３１日までに立ち退きを要求してい

るということから各買受人、附属営業店舗業者においても今後同じよう

に同等の取引の形で、公共性、正常化、活性化を行うというふうに開設

予定者が事前に提出された事業計画はこれと全く異なっていると。また、

地元業者等の協力など全く考慮されていないと。こういったことから附

属営業施設にとっては、事業の存続、廃業に関わる問題であると。また

再出発を目指す市場にとっても縮小や衰退の加速とマイナス面が大きい

のではないかという指摘がありますが、この辺りについて回答できる部

分がありましたらお願いします。 

 

川﨑経済部次長兼農林水産課長 取引につきましては、開設予定者の権限によ

るものなので、開設予定者との協議をお願いしたいと思っております。

関係者が協議を希望していることにつきましては、市から開設予定者に

お伝えをしております。それから契約の条件については、個別にお示し

をされておるというふうにも聞いております。それから４月１日につき

ましては、今度新しく民間市場がスタートいたします。再出発を目指す

市場にとって、ゼロからのスタートということでもあることで、以前の
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ような経営破綻をしないよう、民営卸売市場として継続、発展していた

だきたいというふうに考えております。 

 

中村博行委員長 最初の陳情について、先日あったことから求めたことについ

て御答弁いただきましたが、これ以外あるいはこれに沿ったもので質疑

を求めたいと思います。 

 

宮本政志委員 まず先ほど市場として用途が一つということで開設者のほうに

全部お貸しすることになっておりますと言われましたよね。これは間違

いないですね。今度開設者というのは全部借りますよと。その開設者が

その一部を例えば転貸というか、今の附属施設の方たちに貸そうとか、

そういったことをいうのは禁止にする予定はないですか。 

 

川﨑経済部次長兼農林水産課長 市場をお貸しすることとしておりますのは、

卸売市場として都市計画決定された東側の市道、公園の横ですけども、

そこの進入路から市場の用地を全てお貸しするようにしております。そ

こにも建物がございますが、その建物土地について開設者が関係者の方

にお貸しし、使用を認めることについては特段問題ございません。 

 

宮本政志委員 続いて二つ目、先ほど使用しない場合は３月３１日で退去して

もらいますというふうに僕は受け止めたんですけど、そこをまず聞きま

しょう。間違えてないですか。 

 

川﨑経済部次長兼農林水産課長 現在、市場につきましては、市が使用される

方に使用の許可を３月３１日までにしておりますので、それ以降につい

ては、新たな開設予定者の使用許可の下で使っていただきます。３月３

１日までが市が認めておる期間ということでございます。 

 

宮本政志委員 そういうふうに言っていただければ誤解しないんですけど、先

ほどのように使用しない場合は、３月３１日をもってという言い方をさ



5 

 

れると、使用するのは４月１日以降もいいのかというふうに僕は受け止

めています。そういったところは誤解を招くと思いますから、先ほどみ

たいな説明をしっかりしたらといいと思います。 

 

森山喜久委員 本会議場でもあったんですけど、この附属営業店舗の関係は借

地借家法の適用外という発言があったと思うんですが、その辺、説明を

お願いしたいと思います。 

 

川﨑経済部次長兼農林水産課長 今回の一般質問でも借地借家法の適用はない

かということでありまして、そのときは適用はありませんということで

お答えをしております。これにつきましては地方自治法の規定による使

用許可を前提とした行政処分なので、私人間の契約を規律する借地借家

法の適用はありません。また使用料として歳入を上げております。これ

は公法上の収入であるもので、借地借家法の適用はないというふうに考

えております。 

 

中村博行委員長 先ほど宮本委員の質問に対してですけども、新たな開設予定

者が一部を貸すということは、以前は又貸しの禁止が引っかかったと思

うんですよ。今回は関係ないということですね。 

 

川﨑経済部次長兼農林水産課長 行政財産は又貸しができませんということか

ら、開設者が許可、承認をした方に市がお貸しする、許可をするという

ことで手続をしておりましたが、普通財産ということからもう市が全体

を開設予定者の方にお貸しして、改正予定者の方が又貸しされる分につ

いては問題ありません。 

 

恒松恵子委員 附属営業人と契約書は交わされているんですか。それとも契約

書はないまま賃貸されていたんですか。 

 

川﨑経済部次長兼農林水産課長 条例の条項の中で契約をするようになってお
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りますので、契約書は交わしております。その契約書については、許可

を前提とした補完的な内容のものとして契約を締結しております。 

 

中村博行委員長 あと資料も含めた中で相対的なこともやろうと思っています

ので、それでは、２点目陳情者から出た意見を基にして作っております

ので、それを続けていきます。２点目の山陽小野田市地方卸売市場民間

運営計画の見直しを求める陳情書についてです。これは、運営業者の再

選定あるいは再公募を含めた計画の見直しを要望するというものであり

ます。この中でまず①として、認定予定企業が示した業務規程には、出

荷品の制限、買受人や附属営業人の実質的排除、販売方法の変更などが

盛り込まれ、開設者の独占的な運営が懸念をされるところであるという

ことです。②としては行政が開設者となる民間業者への指導や監督が一

切できないことによる懸念として、３点あります。出荷者や買受人排除

による独占が地元の農業衰退につながる。これについては農業製品の流

通が阻害され、農業振興の拠点としての役割が果たせない。あるいは１

０倍の保証金を要求、また３月までに立ち退き要請があった。これによ

って皆さんの事業継続が困難になるということです。２点目、安心安全

な学校給食が脅かされる懸念がある。これについては他社排除でよりよ

い品物をより安く納入するための入札制度が機能しない。またフォーク

リフト等機器の貸付けをしないことから、複数の納入業者の参加が困難

になる。３点目が、地域の小売店に品物が流通せず、買物難民発生の懸

念がある。これについても、開設予定者の回答の中で出荷品は主にスー

パーへは販売する。競りは行わない。このことから、地域のお店の仕入

れができず、廃業に追い込まれる。この結果、買物難民が出てくるとい

うことであります。これについて最初から御答弁いただきましょう。ま

ず１点目、認定予定業者がこういった様々なこういったことが盛り込ま

れている中で、独占的な運営になることが非常に懸念されるという点に

ついて御回答ください。 

 

川﨑経済部次長兼農林水産課長 開設者の独占的な運営が懸念であるかどうか
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ということでございます。民間開設者が県の認定による業務規程を作成

し、運営することから、権限は開設者にあります。見直しを求める署名

について、開設予定者から申立ての提出がありましたので、御覧いただ

ければと思います。基本的には取引の中でのことで、市というよりは、

開設予定者の方がお答えになっておられるところが多いかと思います。 

 

中村博行委員長 それから②として行政が開設者となる、民間業者への指導や

監督が一切できないことによる懸念として、出荷者や買受人排除による

独占が地元農業の衰退につながることについてお考えをください。 

 

川﨑経済部次長兼農林水産課長 これにつきましても、特に開設予定者が独占

的にというところは、先ほどの県の認定による業務規程の作成がござい

ますので、取引のルールにつきましては県のほうの指導によりまして作

成をしておられるところでございます。したがって、市といたしまして

は、この業務規程に従って取引をされれば、特に問題ないというふうに

思っております。 

 

中村博行委員長 それでは２点目の安心安全な学校給食が脅かされる懸念があ

るという点についてはどうですか。 

 

川﨑経済部次長兼農林水産課長 これにつきましても開設予定者から申立てが

出ておりますので、この中でまた御覧いただければというふうに思って

おります。市としては特に民間市場としての運営が始まっておりません

ので、これにつきましては、今までの市場を更に継続発展していくとい

うことを期待しておるところでございます。 

 

中村博行委員長 それでは３点目、地域の小売店に品物が流通せず、買物難民

発生の懸念があるという点についてお考えをください。 

 

川﨑経済部次長兼農林水産課長 地域の小売店に対して募集要項が配布されま
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して、この募集要項によってかなり今までとは違う額の保証金を提示し

ておられました。その後開設予定者から、それぞれ取引関係者に個別に

業務の取引の条件について当たられたということを聞いておりますので、

それからすると、交流店舗に品物が流通せずということはないのかなと

いうふうには思っておりますが、個別の条件については、ここでお話を

されることなんで、その折り合いがつかなければ、小売店をおやめにな

れるというところがあるかも分かりません。今のところを個別にお話を

されるということを聞いておりますので、取引が継続するというふうな

期待をしておるところでございます。 

 

中村博行委員長 一通り答弁いただきましたので、大きな２点目の市場民間運

営計画の見直しのもので陳情について質疑を求めます。 

 

髙松秀樹委員 １点目に、認定予定企業が示した業務規程にはと書いてあり、

出荷品の制限、買受人や附属営業人の自主的排除、販売方法の変更など

が盛り込まれと書いてあるんですが、この事実関係を教えてほしいと思

います。 

 

川﨑経済部次長兼農林水産課長 これは業務規程と書いてありますが、業務規

程は開設予定者が今ホームページによってお示しをしておられます。私

も資料としては持ち合わせておりませんが、そこに記載をされておりま

す。特にこのような出荷品の制限、買受人や付属営業人の実績排除とか

そういうものがあれば、県の指導が入るかと思うんですけども、その辺

は県が業務規程の内容について、指導していくということになります。 

 

髙松秀樹委員 つまり、業務規程にここに書かれているような３点については、

盛り込まれてないということでいいんですか。 

 

川﨑経済部次長兼農林水産課長 業務規程というのが、県に申請するための業

務規程をホームページでお示しをしておられるんですが、この中にあり
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ますのは、先ほど申しました募集要項を送付した際に開設予定者から山

陽小野田地方卸売市場業務規程基本６項目というもので、この基本６項

目の中で、売買取引の原則とか差別的取扱いの禁止とかいうことをうた

っておるのかなというふうに思っております。これによると特にここに

掲げてある３項目については、特に触れてないというふうに思っており

ます。 

 

髙松秀樹委員 認定の場合、この基本６項目はマストですよね。これ以外のと

ころでもちろんまだ認定を取られてないと思うんですけど、７項目めか

ら何かそういったものをにおわせるような規定があるんですか。今まで

の話だったら、ここに書いてあるこの三つは盛り込まれてないというふ

うに聞こえてきたんですが、陳情者が書かれているので、どこかにこう

いうのが業務規程の中にあるのかなと思って質問しています。 

 

川﨑経済部次長兼農林水産課長 これにつきましては、今申しました募集要項

の中にあるものについては、これが触れてありません。先ほど申しまし

たホームページのほうの業務規程につきましては、まだ拝見しておりま

せん。これは県から指導を受けて今から進めるということで挙げられて

おるもので、この中のものに３項目が入っているかどうかは、今確認が

取れていない状況です。 

 

岡山明委員 開設者の独占的な運営が懸念されるという状況で、買受人や附属

営業者の方々との打合せというんですか、そういう方々が直接開設者と

協議をしたという話がないと伺っています。それに対して市として、県

のほうに認定を取るかどうか、整合性がないなと私は思ったんですけど、

その辺陳情者と市で違いがあるんですけど、どう思われますか。 

 

川﨑経済部次長兼農林水産課長 まず業務規程について法律で定められている

ものは、６項目以外を定める場合には取引関係者の意見を聞いて定めな

さいとなっております。これについては、先ほど申しましたように、ホ
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ームページ、それから市場の掲示板に貼らせてほしいというお願いがあ

りまして、それを承認して貼っておりますが、「ここを見てください。

もし見れないときは、開設予定者に連絡をしてください。」というよう

なものでのお知らせがございます。それを周知して意見を聞いて、県に

今から申請をするということになるんでしょうが、それにつきましても、

市がどうこうしてくれということではなく県の認定になりますので、業

務規程の周知なり、意見の大きいことについては県の指導をもって進め

ておられるところでございます。ただいま議員がおっしゃられました県

のほうの認定につきまして、しっかり協議しながら進めておられるとい

うことを聞いておりますので、そこについては、間もなく県に申請され

るというふうに思っておりますし、関係者の方に対しては先ほど申しま

した全ての情報を開設予定者が持っておられるわけではありませんので、

市のほうの情報をもって募集要項等をお配りしながら、その中でまた意

見を開設予定者のほうにお尋ねといいますか、された方もおられますし、

開設予定者から取引関係者の方に、個々にお話をされたということも聞

いております。また、市のほうに問合せ等がありましたら、開設予定者

のほうにはお話をつないでおるところでございます。 

 

岡山明委員 私も民々の契約の形になるか市が関わってくるかという状況で、

この権限の認定という状況の中で認定というのは、お話聞く限りは市が

関わっているような、そういう話ぶりなものですから、その辺が私は開

設者と附属営業人とで民と民との話合いの下で認定が進められていると

いう状況でよろしいですか。中に市が関わっているということはないと

いう状況ですか。 

 

川﨑経済部次長兼農林水産課長 民と民との中には市は入らないということで

ございます。 

 

岡山明委員 市は関わらないという状況の中で県への認定は、当然、市が関わ

ってくるんじゃないんですか。 
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川﨑経済部次長兼農林水産課長 県の認定を取りに行くのに、申請者は開設者

です。新たな開設者が申請をします。市は今この新たな開設者が認定す

るに当たって、二つほどしておりますが、一つがまず、業者間の協議が

整ったときに、開設予定者の方に今後、県のほうに認定を受けてくださ

いと、手続をしてくださいということでの開設予定者としての決定をし

ました。それが一つです。それと先ほど申しました業務規程を周知する

ために市場の掲示板を貸してくださいということがありましたので、市

場の掲示板を貸したというこの２点が主にこの認定について市が関わっ

たところで、あとは民間の開設者の方、新たな開設者の方が独自で今進

めておられるところでございます。 

 

髙松秀樹委員 いろいろ問題なのが何点かあって、その一つがここに書いてあ

る買受人の排除。この買受人の排除というのは、現在の段階でこういう

ことになるのかならないのかという想定はできますか。こういう排除に

なるというふうな話も聞いておりますので、まずそこはどうなのかを教

えてほしいです。 

 

川﨑経済部次長兼農林水産課長 これは全く分かりません。排除という言葉が

どうなのかとありますけど、個別にいろいろ条件を提示されたりという

ことも聞いておりますので、折り合いがつかなかったということも含め

て市としては分からないところでございます。 

 

髙松秀樹委員 排除というのは、最初からゲートのところでストップを掛けて

駄目ですよということだと思うんですよね。もしかしたら、例えばそう

いう入り口に買受人の人が入らない状況で、買受人とならないというと

きは排除じゃないと思うんですけど、非常に分かりにくくて、民間事業

者がやるということで、そうなれば買受人の選別は、自由になるという

ふうに思っていいですか。 
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川﨑経済部次長兼農林水産課長 開設予定者の裁量で取引が行われるというこ

となります。ただ、先ほど申しました６項目にもあります差別的な取扱

いをしないということもございますので、その辺りについては、県の指

導を受けながら、公平公正な取引が行われるということでございます。 

 

髙松秀樹委員 つまり今回はこういう形にするっていうことは、民間にお任せ

をすると。民間の自由裁量の中でやるんだけども、県の基本６項目と、

それにつながる７項目、８項目があれば、それを遵守して行うというこ

とになると思うんですよね。そうなるとある程度自由だと思います。そ

れはそれでいいんですけど、開設者の事業計画と経営計画書の中に五つ

の基本方針であって、旧市場にて行政より許可を得ていた買参者への協

力とあるんですよ。どうしてもこれを見ると、今までの人たちを言葉は

別にしても排除しないというふうに読み取れるんですが、どういうふう

に読み取ったらいいのかなと。だから、結果そうなることもやむを得ず

ということでいいんですか。 

 

多田農林水産参与 今の件なんですけども、行政が民間事業者にお願いします。

あくまでお願いしていた案件ではあります。その中で県の担当者、開設

予定者等といろいろな形で話を進めていく中で、仮に取引をしない相手

がそこにいたとした場合、取引しない正当な理由がない限り、取引はし

ていきますよということです。要は、髙松委員が言われたように自由裁

量ではあるんだけれど、取引しない理由は明確にするよと。協議の中で

一番気になるところです。市からのお願いということであれば、お聞き

したいんだけれど、必ずしもそうならない場合もありますよと協議の中

で開設予定者からのお言葉は頂いておりますし、県のほうも特別な理由

もなく排除というんですか、取引をしないということ自体は、いかがな

ものかというようなお話も聞いております。 

 

髙松秀樹委員 ということはここの言葉を借りたら、買受人の排除がある場合、

又はあった場合、開設者や卸売業者からその理由を明確にするというこ
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とになるわけですよね。今の状況の中でそういう話にはなっていないと

受け取っていいんですか。 

 

河口経済部長 市場関係者の方に募集要項を配りました。取引をしていきたい

という方については、当然それを出されるであろうと私どもは思ってお

ります。それが何件聞いているかは確認していませんけども、それによ

って、あなたとは取引ができますよ、又はできませんよというのは当然、

その合理的な理由を伝えられるんじゃないかなというふうには思ってお

ります。 

 

髙松秀樹委員 開設者からの取引希望があるかないかというのがあったわけで

すよね。それに申し込んだ買受人の方がいらっしゃったか、いらっしゃ

らないか別にして、漏れなく取引が行われるという話ですね。申込みを

しなかった人に対しては、本会議場でもあったように、個別でどうしま

すかと。要は、その保証金の２０万円の問題もあってどうしますかとい

う話をされておるというふうに考えていいんですか。 

 

河口経済部長 髙松委員が言われた中で申込みされた方が、全てオッケーだと

いうんじゃなくて、申し込まれた中で、その方とは取引します、しませ

んよというのは、しませんよという場合には特に合理的な理由が必要だ

というふうに思っているんで、その辺は分からないんですけども、今の

言われたような形で開設予定者の方々がまだしておられないところに対

してお話をお聞きされる中で、そういういろんなお話があった中で、こ

ういうことができます、できませんよという話をされたということはお

聞きしております。 

 

髙松秀樹委員 最後に個人的な意見なんですけど、中央青果が倒産をして民間

事業者が最終的にこの市場を引き継ぐという中で、我々議員は恐らく全

員、買受人とか出荷者も含めて全ての人が仲良くとは言いませんけど、

しっかり商売をしていってほしいという気持ちを持っており、それは執
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行部も一緒だと思うんですよね。でもそうじゃない場面が生じているの

で、こうやって陳情書が出たり、こういう話になったりしているんです

けど、議会もなかなかどうこういう立場にもありませんし、行政も公式

には民間に任せてるということで、余りものを言う立場でもないかもし

れませんけど、やっぱり結果として最後よかったねという結論になるよ

うに、水面下でも汗をかいていただけたらなというふうに思います。 

 

中村博行委員長 髙松委員がおっしゃったように一番それが理想であり、そう

あってほしいという気持ちは皆同じだと思いますが、なかなか心情的に

対立する部分があってこういった結果を招いているのかなという気がし

ております。本当に議員の立場としては髙松委員が、本当に代弁してい

ただけるようなところがあろうかと思います。それから資料でＹフーズ

株式会社から市長あてに出た内容のものですが、ほとんど審査した中で

懸念されていることについて否定をされている内容というふうに思って

おりますが、これについても御意見があればお願いします。 

 

髙松秀樹委員 意見ですけど、開設者から出てきた文章をずっと見てみると、

上から４行目に買受人排除とありますが、前日の運営方針のとおり排除

する考えはありませんと。「善良な買受人の皆様」と書いてあるところ

が非常に気になって、民間業者からすると、ここでいろんな思いが入っ

ているのかなというふうに思って、恐らく行政の皆さんもそういうふう

に思っているんですけど、何かうまいことしっかりやっていただきたい

なという思いです。 

 

中村博行委員長 この内容を見ますと双方、今までは一方を委員会としても聞

いていたんですけども、双方の意見が出てきたなということで、取り上

げるに、非常に私ども苦慮をしているところでございます。そこで私の

ほうから執行部に対してうまい行司役といいますか調整役となれるよう

に是非努力をしていただきたいという思いであります。 
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多田農林水産参与 立場上、開発予定者と土地建物の賃貸借関係も含めていろ

んな協議をじかにさせていただいております。その中で、取引相手につ

きましては個別で事情が違うのだから個別で問い合せてほしいというの

が開設者からも開設予定者からの要望でもありました。そういうことを

考えたところで直接言葉を交わしていく。そういった行為を取っていた

だけることが一番だと私は思っておりますし、開設者もそれを望んでお

られました。それは何を意味するかというと、個々で状況が違うんじゃ

ないですかねという思いを込めて言われたと私は理解しております。 

 

中村博行委員長 そういうふうにおっしゃっているということも、ある意味理

解はできます。それについては個々にお話をされるということで、良い

悪いは別にして、市場でできない状況であれば、個別に企業として取引

をさせてもらうという文言もあったように思いますので、その辺を含め

た中で個別に本当にそれぞれがお話をされれば、一番いい方向に行くと

思います。それぞれ心情的なものもあって難しいと思いますけども、是

非とも行政でできる範囲でその辺の仲裁役というかそういう役割を担っ

ていただけば、これにこしたことはないかなという気がしております。

ほかにございますかね。（「なし」と呼ぶ者あり）それではこの今日の

審査番号１、２についてはこれで審査を終えます。ここで一旦、休憩に

入ります。１４時２０分から再開をいたしますので御参集ください。そ

れでは暫時休憩します。 

 

 

午後２時１０分 休憩 

 

午後２時２０分 再開 

 

中村博行委員長 それでは、休憩前に引き続きまして委員会を続けます。審査

番号３番、議案第３０号山陽小野田市地方卸売市場条例を廃止する条例

の制定について、改めて執行部の説明を求めます。 
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川﨑経済部次長兼農林水産課長 議案３０号山陽小野田市地方卸売市場条例を

廃止する条例の制定について御説明いたします。令和２年６月２１日、

卸売市場法改正以降、卸売業者が不在のため、県の認定を受けておりま

せん。そのため、地方卸売市場を名乗れないこと及び４月１日から行政

財産から普通財産に変更して、民営市場が開設される予定であることか

ら、山陽小野田市地方卸売市場条例を廃止するものでございます。６月

２１日以降は、市場取引を継続するため、やむを得ず条例の一部適用を

しております。 

 

中村博行委員長 説明が終わりましたので、質疑を求めます。 

 

森山喜久委員 条例を廃止する条例で、市の方針として民間で市場を行うとい

う状況でいえば、この廃止条例が出るのは致し方ないのかなと思ってい

ますが、気になる点として経過措置を記載しておくべきではないかと思

っているんです。例えば、保証金、仲卸、附属営業人が入れている保証

金の充当に関する経過措置、返還に関する経過措置、あと、その保証金

の返還に関する特例、３月３１日以降にもし返還するのであれば、そう

いった特例が要るのではないかと。あと市場施設の返還、先ほど３月３

１日までにとあるんですけど、市場施設の返還に関する経過措置、そし

てもし補修する事項があれば、そういった補修命令に関する経過措置、

あと使用料に関する経過措置、全部で経過措置五つと特例一つ、それら

を加えたほうがいいのかなというふうに思いますが、どうでしょうか。 

 

川﨑経済部次長兼農林水産課長 委員から御質問のございました経過措置でご

ざいますが、今回の条例には経過措置がございません。主に経過措置の

必要なものとすれば、保証金の充当、それから、保証金の返還というこ

とになろうかと思いますが、保証金の充当については、これは特に充当

しなくても、何か損害賠償というか請求するものが発生したときには、

請求し、それを保証金に充当できるというものですから、３月３１日ま
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では適用となります。それから、返還については、現条例につきまして

は３０日を経過して返還しなければならないとかいうような条文になっ

ておりますけども、４月１日から適用がございませんので、保証金につ

きましては、その後を速やかに返還するとしております。それから、使

用料等につきましては、ほぼ３月３１日までに発生したものになります

ので、それについてはこの後あります特別会計の条例で出納整理期間を

設けるようにしておりますので、その中で整理ができると思っておりま

す。ただ、今委員がおっしゃられた経過措置につきまして、入れたほう

がより明確にはなりますが、入れないことによって支障を来すというも

のではございません。 

 

森山喜久委員 経過措置は特に入れなくても大丈夫ということでよろしいでし

ょうか。 

 

川﨑経済部次長兼農林水産課長 そのとおりでございます。 

 

岡山明委員 確認するんですけど、開設者の認定は４月１日以前には必ず下り

るという状況ですか。 

 

川﨑経済部次長兼農林水産課長 当然３月今月中に認定を取っていただくこと

になりますので、そのように今開設予定者が県と協議をして進めておら

れます。 

 

中村博行委員長 ほかにありませんか。（「なし」と呼ぶ者あり）ないようで

すので質疑を打ち切ります。それでは討論ございますか。（「なし」と

呼ぶ者あり）討論ありませんので採決に移ります。議案第３０号山陽小

野田地方卸売市場条例を廃止する条例の制定について、賛成の方の挙手

を求めます。 

 

（賛成者挙手） 
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中村博行委員長 全員賛成です。したがいまして、議案第３０号は可決すべき

ものと決しました。続きまして、議案第３１号山陽小野田地方卸売市場

事業特別会計条例を廃止する条例の制定について、改めてまた説明を求

めます。 

 

川﨑経済部次長兼農林水産課長 それでは、議案３１号山陽小野田市地方卸売

市場事業を特別会計条例を廃止する条例の制定について御説明いたしま

す。令和２年６月２１日、卸売市場法改正以降卸売業者が不在のため、

県の認定を受けておりません。そのため、地方卸売市場を名のることが

できないこと及び４月１日に山陽小野田市地方卸売市場条例を廃止する

予定であることから、山陽小野田市地方卸売市場事業特別会計条例を廃

止するものでございます。経過措置でございますが、２にありますもの

は、出納整理期間を設けたものでございます。それから経過措置の３に

つきましては、出納整理期間後の債権債務は、一般会計が引き継ぐとい

う内容のものでございます。以上でございます。 

 

中村博行委員長 質疑を求めます。  

 

髙松秀樹委員 先ほどの議案第３０号とほぼ一体化しており、異議はないんで

すが、今の経過措置の３番の未収金、未払金うんぬんとありますが、こ

れの見通しはそれぞれどういう状況なっていますか。 

 

川﨑経済部次長兼農林水産課長 出納整理期間にあります使用料等につきまし

ては、出納整理期間内に納入いただくという予定にしております。それ

から、小野田中央青果のものでございます。これについては、今、３０

万円ほどの保証金を預かっておりますが、令和２年度の決算にありまし

た電気代、使用料、ごみの処分費が約１２万円ありました。それを充て

ることとしておりますし、今後売場の中にあります、中央青果の財産で

ある冷蔵庫が二つありますが、これを撤去する、撤去費用として充てる

ようにしております。時期が令和３年４月以降速やかに手続をするよう
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にしておりますので、出納整理期間後はないのではないかなというふう

に思っております。 

 

森山喜久委員 それであれば先ほど電気料の話があったんですけど、冷蔵庫の

電気料、返すとか返さないとかそういった話がありましたよね。それは

どうなっていますか。 

 

川﨑経済部次長兼農林水産課長 関係者にお伺いしております。こちらも電気

代が不明なところもあったので、その辺を精査して今お話を詰めておる

ところでございます。 

 

宮本政志委員 今の中央青果の補助金の３０万円が当たっている部分といろい

ろ相殺されることを言われたんですけど、中央青果から見たら、市に対

する補償金は債権ですよね。逆に市から見たら、電気代とかそういった

撤去費用というのは中央青果に対する債権なりますよね。破産の手続を

していますけど、その辺りは管財人と話をしていますか。 

 

川﨑経済部次長兼農林水産課長 破産管財人と協議を進めております。特に文

面で今やり取りをしております。 

 

中村博行委員長 ほかよろしいですか。（「なし」と呼ぶ者あり）ないようで

すので質疑を打ち切ります。それでは討論ございますか。（「なし」と

呼ぶ者あり）討論はありませんので採決に移ります。議案第３１号山陽

小野田市地方卸売市場事業特別会計条例を廃止する条例の制定について

賛成の方の挙手を求めます。 

 

（賛成者挙手） 

 

中村博行委員長 したがいまして、議案第３１号は可決すべきものと決しまし

た。ここで先日、２月２５日の産業建設常任委員会に参考人として御出
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席いただきました高橋様から一部発言の取消しの申出があり、記録を精

査の上措置をいたしましたので御了承ください。以上で産業建設常任委

員会を閉じます。お疲れ様でした。 

 

午後２時５５分 散会 

 

令和３年３月５日 

産業建設常任委員長 中 村 博 行 

 


